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大増税・社会保障改悪は許さない！参院で廃案を求める国会内集会に150人

18日に開いた集会は、「消費税増税に反対するアピール賛同呼びかけ人」が主催したもの。北海道、長野、福岡などからの参加者をふくむ150人が参加し、「なんとしても参議院で廃案に！」との決意を固めあう場となりました。

　呼びかけ人の斎藤貴男さん（ジャーナリスト）は主催者あいさつに立ち、「消費税が増税されれば、一握りのエリート輸出大企業の社員と、派遣労働者しか残らない。自殺者が増える。そして、政府に生産性がないと見なされた中小事業者がつぶされる。こういう世の中でよいのか。弱いものいじめの社会を作り出す消費税増税をなんとしても倒しましょう」と訴えました。

　集会にあたり、全参議院議員に参加をよびかけたのに応えて、日本共産党から市田忠義書記局長、紙智子議員、田村智子議員、民主党離党議員による「国民の生活が第一」から東祥三幹事長、木村たけつか衆院議員、新会派「みどりの風」から行田邦子議員、谷岡郁子議員の７人が出席し、連帯あいさつを行いました。その他、議員の代理として秘書の出席がありました。
　＊「消費税増税に反対するアピール」は別紙資料をご参照ください。
「消費税増税に反対するアピール」　呼びかけ人・賛同者　7月18日現在
斎藤貴男(ジャーナリスト）、山根香織(主婦連合会会長）、伊藤　真(伊藤塾塾長・弁護士）、宇都宮健児(弁護士)、浦野広明（立正大学法学部客員教授）、大原穣子(方言指導）、笠井貴美代（新日本婦人の会会長）、国分　稔(全国商工団体連合会会長）、湖東京至（元静岡大学教授）、崔　洋一(映画監督）、大黒作治(全国労働組合総連合議長）、高橋克公（岩手県消費者団体連絡協議会会長）、高橋泰行（日本医療福祉生活協同組合連合会会長理事）、鶴見祐策（弁護士）、沼倉優子(みやぎ生協副理事長）、相野谷安孝（中央社会保障推進協議会事務局長）、池田香代子（翻訳家）、井熊茂美（全日本金属情報機器労働組合・JMIU中央執行委員長）、古賀真子（日本消費者連盟共同代表）国分博文（全農協労連中央執行委員長）、金光威和雄(作曲家）、櫻井幸子（婦人民主クラブ会長）、白簱史朗(山岳写真家）、清家　裕（税経新人会全国協議会理事長）関本秀治（税理士）、立川談之助(落語家）、新国　信（税理士）、平石共子（東京税経新人会会長・税理士）、本多勝一（「週刊金曜日」編集委員）、松野　迅(ヴァイオリニスト）、松元ヒロ（コメディアン）、面屋龍延（日本書店商業組合連合会副会長）、山崎朋子（ノンフィクション作家）
この時期に増税なんてとんでもない　これ以上の生活破壊は許せない

消費税増税に反対するアピール
いま、国会では消費税増税と、年金や子育てなど国民生活を支える社会保障の改悪を一体で行うための法案審議が進められています。

消費税が10％になれば、年間13.5兆円もの大増税が庶民を直撃します。今後実施される年金削減や社会保障改悪などを合わせると国民の負担総額は20兆円を超えてしまいます。こんな仕打ちに国民は耐えられるはずもありません。

しかも、消費税は、所得の低い人ほど負担が重く、社会保障の財源に最もふさわしくありません。消費購買力が奪われ、景気が悪化し、消費税を価格に転嫁できない中小業者はつぶされます。大企業は消費税負担を減らすために正社員の非正規化やリストラを推し進めます。震災復興に逆行し、「津波で助かった命が消費税で殺される」事態さえ招きかねまさせん。

消費税導入以降、社会保障は改悪の連続でした。3％から5％へと税率が引き上げられてから、倒産、失業が広がり、自殺者は3万人を超え続けています。税収は落ち込み、財政は悪化したままです。

庶民への増税によって財政を立て直した国などありません。政府が提案している「一体改革」は、国民に堪えがたい負担を押し付け、暮らしも、景気も、財政も悪化させる「亡国への道」です。

世界では大企業や富裕層に能力に応じた負担を求める動きが広がっています。フランスでは、消費税率を1.6％引き上げて、大企業の社会保障負担を減らして景気を回復するとしたサルコジ大統領に国民が“ノー”を突きつけました。

日本では、巨額の利益をため込む大企業には１円の負担も求めず、株や配当で大儲けする人たちへの減税が継続されています。しかも、大型公共工事や軍事費、原発温存の予算や政党助成金など税金のムダづかいも正されないままです。

生活費非課税、応能負担という税制のあるべき姿を取り戻し、社会保障を改善し、国民の所得を増やしてこそ、経済が回復し、財政危機も克服できます。

私たちは、「この時期に増税なんてとんでもない」「これ以上の生活破壊は許せない」との立場から「消費税増税に反対」することを心から呼びかけます。
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（どちらかに○をつけて返信をお願いいたします）

◆「消費税増税に反対するアピール」に　賛同します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛同しません

（公表させていただく場合の）

肩書き　　　　　　　　　　　　
お名前　　　　　　　　　　　　
◆メッセージ・ご意見をお寄せ下さい。
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　このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。増し刷りしてご活用ください。



























































































































































